
 

 

○１番（朝長 勇君）〔登壇〕 

（全般モニター使用）おはようございます。議長より、許可をいただきましたので、ただ

いまより、１番朝長勇の一般質問を始めさせていただきます。 

今回は大きく２つ。武雄保育所の今後についてと、公共施設マネジメントの方向性につい

て、という２項目について、取り上げさせていただきます。 

きのうですね、きのうの一般質問において、宮本議員とか吉川議員のほうから、公共施設

の今後の運用について質問が出ておりまして、それを踏まえて、まあ私なりの考えをまた、

質問をしていきたいと思いますので、順番を変えまして、先に２番の公共施設のほうの質問

を行わせていただきます。 

まず、私の認識を述べさせてもらうと、武雄に限らずですね、ほとんどの自治体っていう

のは、高度成長期につくりこんだインフラというのが、ほとんどそのままでは、もう維持し

ていくことができない。それぐらいの量を抱え込んでいるという、私としては考えておりま

す。仮にですね、民間企業が行っているような会計制度、減価償却というような概念を取り

入れた会計を行えばですね、ほとんど全ての自治体が相当額の累積赤字を抱えたような状態

ではないかと考えます。 

今後ですね、社会福祉費等、更に増大していき、税収も減っていく。というそういう長期

的な見通しの中で、大きな投資が必要となるインフラをどう管理していくか、非常に難しい

状況になってくる。そういった状況を踏まえまして、きのうの一般質問の中でも、市長のほ

うから議会のほうでも、これについてはしっかり議論をしていただきたいというような答弁

があっておりましたが、私としても、これについては非常に大きな責任といいますか、本当

に今後の武雄市の大きな命運を左右すると言いますか、本当に大きな投資が必要な話になっ

てきますので、非常に重要な問題だと考えております。そのためにも、まずはなるべく早く

現状の把握と、そして先日も出ておりましたが、検討のたたき台となる方針計画の策定をし

ていくということの答弁があってましたので、それを待って、私としても重点的な課題とし

て取り組んでいきたいと思っております。 

最終的には、多くの橋梁等の施設において、長寿命化、延命化、つまり今あるものを長く

使うという、そういう対策が必要になってくる、大事になってくると考えていますけれども、

その際に、財政面でのシミュレーション、つまり長寿命化をする場合、まあ長寿命化といっ

てもそれなりの投資が必要になってきますので、それをした場合と現状どおり使えるところ

まで使って、また更新していくといった場合の財政的な比較っていうのが大事になってくる

のではないかと思います。 

この財政のシミュレーションというのを私が非常に必要ではないかと。（笑い声）すいま

せん。（発言する者あり）このシミュレーションの重要性っていいますか、これが必要性、私

が感じるのはですね、例えば北海道において、橋梁の維持・更新について、60 年のスパンに



 

 

おいてシミュレーションをされております。これが、従来どおりの管理方法で使えるとこま

で使って、まあがたがきたら大規模の補修または更新、つくり替えですね、を行った場合と、

その補修が来る前にこまめに点検をして、必要なところにこう補強等の補修を行っていくと、

そういう予防保全という対応を行った場合の財政シミュレーションを行われているんですけ

れども、その結果として大規模補修更新の場合が２兆5,000億円、これは60年間ですけども、

それに対して予防保全をした場合は 9,000 億円、まあ３分の１強ぐらいの費用で済むと、そ

ういう試算が出ております。武雄についても、金額の大小は、北海道は非常に広大な土地な

んでですね、金額そのものが大きいと思いますけれども……（発言するものあり）武雄につ

いてもですね、橋梁等、同様の効果が見込めるであろうと推測することができると思います。

そういうシミュレーションを行うことによって、点検業務や補修に必要な投資について、市

民への説明っていいますかね、納得してもらう。そのためにもシミュレーションを行ってみ

る必要があるのではないかと考えていますけれども、市長の見解をお伺いします。 

○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

御答弁申し上げます。もう１カ月程前でしょうか、フジテレビの「報道 2001」で、私が生

出演する前の、１週間前の番組で、まさに武雄市も取り上げられましたけれども、橋の、橋

梁の状態を、佐賀大学の先生のお力を得て出していたときに、おそらく多くの視聴者の皆さ

ん達は、結構やっぱ反響があったそうですけれども、こんなに橋が痛んでいるのかというこ

とであります。私どもは、そういう補修が必要な大型の、大型よね、大型の橋梁等について

はもう９割、実は調査が進んでおります。やはり 100 の議論より１の実行、スピードは最大

の付加価値という観点から、９割ほど実は済んでいて、10 割済んだ時点で分析を始めます。

これは予防保全がいいのかどうか、あるいはこれはもう大規模補修をしなきゃいけないかど

うかっていうことについては、個々の一つ一つの事例について、そこで判断をしていこうと

いうように思っていますので、私はこういうシミュレーションも非常に大事だと思います。

市民に御説明するには非常に大事だと思うんですけども、我々はこれに加えてこの橋はもう

危ないよねと、だからこれはもう大規模補修しないといけないんで、通りませんと。 

それともう一つ大事なのは、実はもう通らない橋については閉じる勇気も必要だと思うん

ですね。誰もほとんど通らない橋に、こう言っちゃ失礼になるかもしれませんけど、そこに

巨額な、どう見積もってもですね、やっぱ三、四千万円はかかるんですよ。軽い、軽いって

言う予防保全でも。それをするよりは、実際多くの皆さんたちが通るということ。じゃあそ

れを放置しとけばどうなるかっていうと、それは事故が起きる危険性というのは増してきま

すので、それは勇気をもって閉じますというような選択と集中という、だからあれこもれも

じゃなくて、まさにこの公共施設マネジメントの大切なところは、あれかこれかっていうこ



 

 

とを市民に御判断をいただくと、いうことも必要だというように認識をしております。それ

によって、長持ちをさせる、実際の橋梁については長持ちをさせる、しかも全体をかける予

算よりも少なくて済むというような施策の展開を、今、まちづくり部、技監を中心にそうい

った議論をさせていただいております。 

○議長（杉原豊喜君） 

１番朝長議員 

○１番（朝長 勇君）〔登壇〕 

私もですね、高度成長期にどんどんつくり込まれてきた。そのときは多分、人口が減って

いくっていうような想定はもうほとんどされていずに、つくることが善であったっていうよ

うな時代だったと思います。それをそのまま抱えていくっていうのは、もう多分現実的に無

理。実際汚水処理等考えたら、まだまだ今からつくっていかないといけない、インフラもま

だまだあると。そういうことを考えた場合に、市長が今おっしゃったように、選択、切ると

ころは切る、まあそれについてやっぱり市民に理解をしていただくためにもですね、今、こ

ういう状態なんだと。将来こういう見通しで、もうどうしてもここは対応できないと、後回

しにせざるを得ない、そういうような説明をするためにも、そういう現状把握と計画を早急

に示していく必要があると思います。 

今後の対応について、まだ具体的には今の状態と今後の計画という、たたき台が出てこな

いと具体的な話にはなかなか入りにくいのではあるんですけれども、私としましても、この

問題については非常に高い関心を持っていまして、方法論としてですね、いくつか考えを示

して、市長の考えを確認しておきたいということで質問をさせていただきたいんですが。 

まずですね、公共施設について、まずその考え方、市としては施設そのものをどう維持す

るかというよりも、その施設がどういう目的でつくられたか、どういう機能を果たしてきた

かと、そういう観点から施設を維持するのではなく、ではその機能・目的をどう実現してい

くかと、そういう発想の転換っていうものが……（発言するものあり）必要になってくるの

ではないか。そうやって、サービスを維持しながら施設を減らすっていうような発想も必要

になってくるかと思っております。 

これについて一つ、武雄でちょっと一つの具体例として、私がこれはいい事例なのではな

いかと考えたのが、武雄市での具体例ということで、蘭学館というのをちょっと考えてみま

した。この蘭学館ってのは今はちょっと、撤去されている状態ではありますけれども、この

蘭学館がどういう目的でつくられたかという考えたときに、郷土の歴史や先人の業績、その

思いを知って郷土愛や誇りなど、生きる力を育むとかあとはもう観光資源というような役割

も果たしてきたと思うんですけれども、そして私たちは、その施設そのものよりもその思想、

考え方っていうのをしっかり受け継いで、次の世代に引き継いでいく必要があるだろうと考

えています。これはあくまで施設の整理統合っていうのを、今後考えていく場合の一つの事



 

 

例として、取り上げさせていただいております。 

そういう歴史資料、貴重な歴史資料を守るという観点から、ではその、大切にしていくと

いうのはどういうことかと。必ずしも、その常設展示、まあ施設をつくって、例えば空調照

明等して、それもランニングコストもかかります。そういう投資をして、常設展示をするこ

とそのものが、歴史資料を大切にするっていうことでは、私はないと思っておるんです。（「そ

うだ」と呼ぶ者あり） 

○議長（杉原豊喜君） 

静かに。 

○１番（朝長 勇君）（続） 

（笑い声）これはこう、逆の見方をすれば、常設であるがために、関心を持ってもらえな

い。いつもあると、いつもあるなら、いつでも行けると思えば、逆に常設することによって

関心が高まらないというデメリットもあるのかなと私は考えてます。 

そうした場合に、その歴史資料、先人の思いや業績をしっかり伝えていくっていうことを

考えた場合にどうすべきか。今後、財政的に非常に厳しい状態でどうするべきかっていうと

きに、大事な資料だからこそしっかり保管しやすいところで管理をしておくと。そして、ま

あ年に何回かの定期イベント等で、パッと見せてパッと引っ込めると。（笑い声） 

人間の心理っていうのはですね、やっぱり見れないってなると、見たくなると。（笑い声）

隠されると、もう見たくなるというのはあると思うんですよ。（笑い声）本当に大事にするっ

ていうのは、やっぱり、施設そのものよりも、人が動くっていうことが大事だと思うんです

よね。お金をかけて、常設展をつくってしまうと、そこで安心してしまうっていうことはあ

ると思うんです。それよりもソフトで対応する。きちんと毎年忘れずに、決まった期間、例

えば、蘭学館が設立された日から１週間とか、まあ例えば期間を決めて、年にここでしか見

れませんということになると、あ、そしたらちょっと今見にいっとかんばなあと、というこ

とで逆に関心を呼ぶと。ほんとに大切にしていくっていうのは、そういう人が動く仕組みを

考えるっていうことではないかと。ということで、これは一つの事例ではあるんですけれど

も、蘭学館については、財政的な状況も考えれば必ずしも常設展は必要ないのではないかと

私は考えています。これについてちょっとコメントをいただければと思いますが。 

○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

最初、蘭学館が出てきたときは、どきどきしました。（笑い声） 

私、全く議員さんと考えが一緒なんですね。これちょっと卑近な例を申し上げて恐縮なん

ですけれども、例えば、佐賀県の場合は神崎の九年庵があるじゃないですか。九年庵も全く

同じ考え方で、実際はあそこは、例えば、そこの中の草木を保全するために、やっぱ１年の



 

 

大部分は閉じていると。あれ物すごく保全に力を尽くしてるんですよね。ただし、それはや

っぱりこう、市民の皆様方に見せないといけないっていう観点から、秋と、秋が評判がよか

ったんで、今度は春という、ごくごく限られた時間に、こう御覧になってもらうという意味

で、先ほどありましたようにそのときしか見れないってなると、人はやっぱり行きたくなる

んですよね。しかも、それは一石何鳥か効果があって、来られた方々が、また「すばらしい」

ということで、それが、さらに広まっていくという観点で、だからこそ保護しなきゃいけな

いっていうことに私はなると思うんですよ。ですので、しっかり保存をして、短い期間でし

っかり見せるということ。これは谷口議員さんがお詳しいと思いますけれども、これが博物

館行政の、あるいは美術館行政の、今一つの大きな流れなんですね。 

ですので、人が見るといったときには、必ず傷みます。その証拠に私は吉野町に、奈良県

の吉野町に先般参りました、吉野ＳＧの開設に。そのときに、蔵王堂っていう世界遺産の場

があって、そこは五穀、桜の咲く季節に、蔵王堂の権現さんがこう青い仏さんなんですよ。

出てきて、それをライトアップして、暗いとこなんでライトアップをして、特別観覧という

期間があります。これも短い期間です。 

私これ見たいなと思ったんですね。無理を承知で、これを見たいですっていうふうに申し

上げたんですよ。「だめです」って。「まあ、そうでしょうね」っていうこと申し上げたんで

すけど。その期間に、ちょっとご住職さんと、ちょっといろんな話をする機会に、いろんな

人たちが入っていくんですよ。なんですか、って聞いたら、みんなつなぎを着て、作業着を

着て入っていくんで、「物すごく実は傷むんですよ」って、本物って痛むんですよ。で、しか

も空調にさらされるじゃないですか。湿度にさらされるじゃないですか。あるいは人の熱に、

こうさらされると実際の数十倍傷むって。だから我々は、長期間保全と同様にそこ修復する

期間が必要なんですって、いうことですのでそういった意味からでもこれからのその展示っ

ていうのは、やっぱりどこもやっているんですね、京都だってやってるんですよ。だからそ

ういう流れにちゃんと沿っていきたいと。この具体的方法は、谷口、専門の谷口議員さんに

ちゃんとお伺いをしたいとこのように考えております。 

○議長（杉原豊喜君） 

１番朝長議員 

○１番（朝長 勇君）〔登壇〕 

今ですね、蘭学館という、個別の施設を取り上げて話をしたんですけれども。まあ、何が

言いたかったかというと、発想の転換をすることによって、もう施設に頼らなくてもいいも

のが出てくるのではないかと。だからそういう方向で、もう、やっぱ減らしていかないと、

もたないっていうのは、もうはっきりしてると思うんですよね。そういうサービス、目的が

何かっていうのをしっかりこう見失わないように 

〔市長「はい」〕 



 

 

していくということが大事だと思いますので、 

〔市長「その通りです」〕 

よろしくお願いします。（発言する者あり） 

次に、またこれも事例の紹介っていうことになるんですけれども、山形県の西川町、これ

が人口が 6,200 人程度で、面積が 393 平方キロ、武雄の倍ぐらいの広さですね、およそ。倍

ぐらいの広さに人口が、この、まあ７分の１か８分の１ぐらいしかいない、そういう町なん

ですけれども。これが去年、2012 年４月に、５つの小学校が存在していたものを、１校に集

約されております。その集約したあとの児童数が 227 人ということで、まあ単純計算にすれ

ばもともと１校あたり、四十数人程度の規模の学校と。さっき面積を言いましたけども、武

雄の倍くらいの広さ。その中で、小学校が１校ということで、やはり地元の人からはですね、

非常にもう地域が寂しくなるというようなところで、非常に、こう抵抗があったということ

だったんですけれども。そこでどうしたか。小学校の中に町立の図書館をつくる。または小

学校の中に、集会所的な施設をつくって、地域の皆さんが小学校に来てもらうという、寂し

い思い、それはわかる。どうしても、ね、もう財政的に、例えば子どもの教育を考えてもあ

る程度の児童数がいたほうが、いろんな機動的な教育もできますし、やっぱり子どものこと

を考え、財政のことを考えて断行されたと思いますけれども。それだけではやはり、もう地

元の人も寂しがるということで、いつでも小学校に来てくださいということで、町立図書館

や集会所施設をその中につくっておられると。 

ま、これによって、べつに短絡的に小学校を合併しましょうとか、そういう話をしたいん

ではなくて、サービスを配るのではなく、サービスのあるところに来てもらうっていう発想。

要所、要所でですね。なんでもかんでも集めればいいっていうものではなくて、そのエリア

ごとに、サービスをある程度集約していって、そのサービスを受けるために市民の方にある

程度、こう出向いてもらうというような、車がない人は、「みんなのバス」は使ってください

というような考え方で、やはり集約していかないと、もう薄く広くサービスを配るというの

はできないだろうと思っております。 

この事例について、何かこう何か感じられることがあれば、コメントをいただきたいです

がいかがでしょうか。 

○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

いや、これ、議員も先ほどおっしゃったように、小学校を統廃合しろっていうことじゃな

いっていうことだと思いますし、まあ僕も全くそれは統廃合するつもりは全然ありません。 

その観点で申し上げますと、こういうふうに、例えば使ってないところを、多目的に使う

と、それも市民の皆さんの御意向であったりとか、まあ、そこにお住まいの皆さんたちの御



 

 

意向に沿って、活用するっていうのは十分にありえると思っています。 

そういった中で、ま、いろんなね、山形県の西川町の事例を、こう示していただいたこと

については、感謝申し上げたいと思います。まさか、この統廃合されたとはいえ、小学校内

に町立図書館っていうのは、これある意味斬新な発想だと思いますし、我々に求められてる

のは、やっぱりこう、市民本位であるべきだと。要するに市民にとって、何がいいかと。今

までの行政っていうのは、だいぶ武雄市の場合は変わりましたけれども、できれば我々の、

ま、都合がいいとはいいませんけれども、我々が、管理しやすいっていう観点でやってたと

思うんですね。 

だけどあの図書館の登場で、それが大いに受け入れられているっていうことについては、

それは市民本位だったからこそ 83％という高い評価を頂いてると思うんですよね。ですので、

私は武雄市図書館にも多くのことを学びましたし、先ほどの朝長議員さんの御指摘にも、い

ろいろちょっと思いをいたすところがありますので、そういった事例を踏まえて、私どもで

使われてないような公共施設の一部分があったら、いろんな市民の皆さんたちの御意見を聞

きながら、多目的にぜひ使っていきたいなとこのように考えております。 

○議長（杉原豊喜君） 

１番朝長議員 

○１番（朝長 勇君）〔登壇〕 

私もですね、これから武雄市のインフラをどう管理・運営していくかということで、いろ

んな事例をこう参考にしながらですね、武雄ではどうすればいいのかと、そういう方向で研

究等をしていきたいと思っております。 

これも一つの考え方っていうことになるんですけど、汚水処理。これは６月の議会で山口

等議員とかからも出ておりましたけれども、やはり、今後 10 年 20 年という長期的スパンを

考えると、これ住宅事情というか、住宅の分布がどうなっているかというのは、なかなか予

測がつかないと。そういう中で、まだまだ汚水処理等、インフラの整備が必要になってくる

ということを考えた場合にですね、今何ができるかっていうことを考えたときには、大きな

終末処理場に全てをつなぐっていう発想は、非常に危険が、リスクが高いのかなと思ってお

ります。だから、何年もかけてやっと管が届いたのに、そのとき人がいなかったとか。 

私も建設業にずいぶんお世話になってきたこともあってですね、武雄市内の下水道工事、

町内の下水道工事等させていただいたこともあったんですけども、やっぱりこう、今、おん

さっても、もう子どもおらんし、もう下水道通っても、うちはつながんでよかよ、というよ

うな話もかなりありました。そういう状況を踏まえてですね、やっぱり長期的な私たちの次

の世代、その次の世代っていうのが、やはり柔軟な対応ができるような仕組みづくりってい

うのが必要かなと。そういう意味で、さっきも言いました、６月議会でもですね、合併浄化

槽と小さな単位でまとめていくということが、必要になってくると考えております。そして、



 

 

これに関して、あと財政面で、地方の財政運営っていうのは、国からの交付税等が、頼りに

なるっていうか財政の大きい比率を交付税っていうのが占めておるわけですけれども。 

私もいろいろ、こう講習会を受けにいったり、ちょっと文献を読んだりするときにですね、

臨時財政対策債、合併特例債とも一緒なんですけれども、講師の方とか、その文献とかに書

いてあるもの、もう、ほとんど押しなべて、これあてにならんぞということを言っておられ

ます。以前、どっかの県知事の方がですね、もうこれは国による粉飾だというような発言を

された知事もいらっしゃったようなんですけれども。そうはいってもやはり、今後の財政運

営を考える上で、なくてはならない財源ではあるんですけども、やっぱり市長、以前中央官

庁におられたっていう経験を踏まえてですね、この臨時財政対策債、これはあとでなんとか

するけん、ちょっと買い取っていうような借金になるわけですけども、平たく言うと。これ

が今後ですね、どう捉えていけばいいかっていうんですか、あてにするなって言われても、

なかなかそういうわけにもいかんしですね。今の時点でどういう認識をもたれてるかってい

うのを確認しておきたいんですけれども、よろしいですか。 

○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

これはね、ばらまきです。その場しのぎです。ですので、この問題点っていうのは、結構、

全国市長会の中でも、もう出てるんですよね。ですので、そういうものではなくて、そうは

いっても私どもは交付税に頼る団体でもありますので、安定的にその場しのぎとかばらまき

じゃなくて、その運営ができるような制度を総務省はきちんとつくるべきだと思っています。 

それともう一つ問題なのは、これ、前はちょっと議論があったんですけれども、交付税の

問題なんですよ。交付税って、頑張れば頑張るほどお金が入ってこなくなっちゃうんですよ。

頑張らなければ頑張らないほどお金が入ってくるんですよ。これって問題じゃありません。 

ですのでやっぱりこれは何ていうんですかね、さすがにこれは、私は問題だと、モラルハ

ザードがやっぱり起きますので、一定の、横文字使って恐縮なんですけども、ナショナルミ

ニマムの部分っていうのは、それはちゃんと、国がちゃんと交付金っていう形でも、補助金

という形でも支給をすべきだと思うんですけども、そっから先の頑張りの分で、頑張った分

にはね。これについては、これは国は応援すべきだと思いますよ。ですが、これね、ちょっ

とずつもう変わってきてます。うん、変わってきてますので、それはこの方向が強まれば、

頑張ってるところがより交付金等をいただいて、さらにその施策を伸ばしていくっていうこ

とになると思いますので、我々はこういう中でも一生懸命やっぱ頑張ってまいりたいなとい

うように思っています。 

ですので、臨時財政の話に戻りますけども、どうせお金を配るんであれば、国はお金を配

るんであれば、それは国の借金返しに使うのと同時に、もし配るっていうことであれば、そ



 

 

ういう安定的な、私どもにとって安定的な財源になるようにそこはすべきだとこのように考

えております。 

○議長（杉原豊喜君） 

１番朝長議員 

○１番（朝長 勇君）〔登壇〕 

ま、この臨時財政対策債とかですね、あと、各種補助金等も、やはり今の国の状況を考え

れば、やっぱり大震災があったこともあって、もう、まずは命に関わるところにお金を持っ

ていくと、あとは、もう我慢できるとこは我慢してくれと。ま、どうしてもそういう方向に

なっていくのかなと、ちょっと困ってるぐらいでは、もうちょっと手当できないよというよ

うな状況になってくるのかなと、私としても推測はしてます。その中でやはり、今あるもの

を市民へのサービスをですね、どうやって維持していくか、私も非常に重大な問題として取

り組んでいきたいと思っております。これについては、以上です。 

次に、武雄保育所の問題に移らせていただきます。武雄保育所については、先日ですね、

民間移譲ということで、正和福祉会さんのほうに移譲するということが決まったわけでござ

いますけれども、まあ、私が住まわせていただいてる川良のほうでもですね、これどがんな

っととやと、このあとどうなるのかってのが非常に、なかなか浸透していないといいますか、

近くの、こう、宅地造成がありよったんですけども、あそこが保育所のでくっとやろとか、

何か噂がですね、なんか広まってるようなところがあって、ここは一つこう周知の意味でも

確認しておきたいと思いまして、今後、どういう手順っていいますかね、手順で進んでいく

のかっていうのをまずお聞きしたいと思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

蒲原こども部長 

○蒲原こども部長〔登壇〕 

今、議員さんが御紹介いただきましたように、７月に武雄保育所の運営事業所を社会福祉

法人福祉正和会に決定をいたしました。そして、８月の末に正和福祉会と武雄保育所の引き

継ぎに関する協定書を締結をしたところです。 

そして、今後なんですけども、武雄保育所の管理運営に関する協定書等の締結、また円滑

な移管ができますような、それぞれの準備をしていくということになっております。 

○議長（杉原豊喜君） 

１番朝長議員 

○１番（朝長 勇君）〔登壇〕 

地元の人としてはですね、やはりどこにでくっとやと、その場所についての関心が非常に

高いということでですね、これについて、今どういう状態であるのかっていうのをお尋ねい

たします。 



 

 

○議長（杉原豊喜君） 

蒲原こども部長 

○蒲原こども部長〔登壇〕 

場所についてっていう関心が一番高いかと思います。本当に用地の確保が課題とい

うふうに思っております。ただ現在、候補地の選定作業を行っておりまして、引受事業者と

も協議の上、選定をしていきたいという状況でございます。まだ、場所については検討中で

ございます。（発言する者あり） 

○議長（杉原豊喜君） 

１番朝長議員 

○１番（朝長 勇君）〔登壇〕 

立地場所については、まだまだ今から探していくっていうことで、一つのですね、これは

さっきの公共施設のところで言った考え方とも共通してくるところがあるんですけれども、

やっぱりまちづくりとしてですね、市庁舎についてまだ方向性がはっきり決定したわけでは

ないですけれども、もし新しい庁舎ということになれば、この保育園が隣接した場所にある

という立地状態っていうのは、非常にそのイメージアップといいますか、非常に親しみやす

い場所として、非常にいいんじゃないかなっていう、私がイメージを持ってるわけです。 

まあ、これは実際、用地確保とか非常に難しいっていう話が、今までの質問の中で出てお

りましたけれども、隣接したところに保育園を設置するっていうこと、その考え方について

どう感じられるかちょっと見解をお尋ねします。 

○議長（杉原豊喜君） 

樋渡市長 

○樋渡市長〔登壇〕 

あり得ないと思います。というのも、恐らくね保育園っていうのは、今の武内保育園を見

ててもそうなんですけど、やっぱりこう、自然の中にあるっていうのが、やっぱり一つの大

きな流れになっていて、私もこれは大賛成なんですね。市役所の近くっていうことになると、

まず、スペースが取れないっていうのもあるんですけれども、そういう野山で遊んだりとか、

川、川は武雄がありますけれども、そういうふうに、自然の中にいるっていう環境について

はそぐわないということと、やはり、この地のことを歴史的に考えた場合に、やっぱり人が

多く集まる、川端通りもありますし、さまざまな商業スペースもありますので、それはやっ

ぱり、人がこう不特定多数の方々が、市民の皆さんたちが集まるようにするっていったとき

に、これは保育所に限らず、そういう専用のスペースを設けるっていうことについては、少

なくとも私はその論には乗りたくないと思っています。むしろ、今度の武雄保育園の名称、

保育園になると思うんですけれども。朝長議員さんのお家の近くも、（笑い声）一つ選択肢と

しては大きいなと思っていますので、ぜひそういったことでの御協力をよろしくお願いした



 

 

いと、（笑い声）このように思います。 

○議長（杉原豊喜君） 

１番朝長議員 

○１番（朝長 勇君）〔登壇〕 

そうですね、市役所の近くといっても不特定多数の方が、逆に子どもたち本意っていうこ

とから考えると、非常にこう環境としては、悪い部分もあるのかなと、今、話を聞いて感じ

ておりました。 

うちの近くっていう話についてはですね、わかりませんけれども、いろいろですね、やは

りあそこら辺も私が小さい頃から比べたらいろいろできて変わったですもんね。（発言する者

あり）それは確かなことと思います。今も道路ができて、ＪＡさんも建設中ということある

んですけど。ま、この点については、ちょっと、まあ、コメントは控えさせていただきたい

と、（笑い声）思います。結果としてですね、そうなれば非常に、嬉しいなとは思います。う

ん、単純に。 

保育所に関してですけれども、ちょっとこう、問い合わせ等があってることもありまして、

ちょっと確認させていただきたいんですけれども、今の職員さんたちのその後、移譲後の待

遇っていうのをですね、もし、こう、今、話の範囲で結構ですんで、聞かせていただければ

と思いますけれども、どうですか。 

○議長（杉原豊喜君） 

蒲原こども部長 

○蒲原こども部長〔登壇〕 

先ほど申し上げました、保育所の引継ぎに関する協定書、その中に、ただいま、お勤めい

ただいてる職員さんのことについても記載をしております。 

職員さんと必要な人員を確保していただくということになるわけですけども、現在、勤め

てられてらっしゃる嘱託職員さんの、本人さんの御希望にもちろんよるわけですけども、十

分に採用していただけるようにですね、そういう配慮をしていただけるようにということも、

協定書の中で結んでおります。 

○議長（杉原豊喜君） 

１番朝長議員 

○１番（朝長 勇君）〔登壇〕 

この職員さんのですね今後についても、やはり、その本人にとっては非常にやっぱり大切

な問題になってくると思いますので、不安を抱えていらっしゃる場合もあるようですのでし

っかり、こう、会話って言いますか、まあ意思疎通を図っていただいて、極力その望まれる

方向にですね、望まれる形になるように、力添えをお願いしたいと思います。 

きょうの質問については、以上で終わります。 



 

 

○議長（杉原豊喜君） 

以上で１番朝長議員の質問を終了させていただきます。 

ここで、モニター準備のため、10 分程度休憩いたします。 


